


























研究目的

　産科学への遣伝学的手法の導入は,胎児の病態あるいは成熟度の把握等の産

科臨床的課題に加えて,胎児遣伝情報の把握をも可能とし，従来の推計確率論

に立脚した妊婦の遣伝相談に実証性をもたらせ重篤な遣伝素因を有する夫婦の

異常児出産の深刻な危倶を解消する一方,ある種の疾患に関しては,出生前診断,

さらに早期治療(出生前治療)への道程を開拓しつつある。


